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｢第4回 『非平衡系の統計物理』シンポジウム｣
与えられるGauss確率空間で,Ohyaの状態のeエ ントロピーとフラクタル次元を計














ただし,A - (Al,- ,An)∈7'(g)は,0の可測有限分割 (i.C. Ak ∈g(k-















































- i/ol×薫 g芸 d" (三言1bO,0',
































































































































































p(y匝)- (y- I)tR.ll(y- Ax)) I,y∈Rn,
ただし,Iもは,チャネルA*の雑音を示している測度の共分散行列である.このとき,
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pfとA事IL/-P9の合成測度◎は,次のようなfと9の同時確率分布FL/9-[0,C]になる･














































































































V5= q -6+o(6) (5.2)









-(A Ep,qa,;去年 -打 o(6)∂∈M(E)i





































































(1十 字 (e+o(E)) 1
log主 2E
全変動ノルムを用いれば,Ohyaの状態〟のフラクタル次元は,このように非整数を取
り,Gauss測度のフラクタル的な側面を捕らえることができる.Mandelbrotは,一連
の研究の一つとして,Renge/Scaling解析【8,15】によって価格データの時系列を解析
し,Gauss測度に従っている時系列のフラクタル次元は,1/2であることを示した.こ
の結果は,我々のGaussian測度のフラクタル次元と一致する.
【系5.5】:雑音が完全に無視できるとすれば,
So(p･,E)-∞
証明:仮定より,til-A*pH≦Eを満足する任意のGaussianチャネルに対して,
J(p;A') 2`VbqlO2I2▲Vb
去log訂 i log
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1去log詔 +ilogg2(1十字 (6･o(6)))
q2
1+コ苧(6+o(6)
｢第4回 『非平衡系の統計物理』シンポジウム｣
1
去log謡.ilogq2(1+雫 (6･o(6)))
2-vbqlZ I2ーVb
去log計 量log
q2
1+辛(6+a(6)
ただし,6は,nil-A'IL=-6を満たす6∈M(E)である.
それ故に,
So(p;E)-∞ t
古典連続系において,Shannonエントロピーは,無限大となり発散してしまうので,
雑音が完全に無視されるとき,β(〟;ど)-β(〟)-∞ となることは,当然の結果と思わ
れる.こうしたエントロピーが無限大になるという状況を打破 しようとする試みも
行われている【14].
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